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１．研究計画の概要 
本研究は、看護理工学という新しい視点か
ら看護技術を開発し、臨床研究を迅速に行う
ために、看護系大学と病院とのコラボレーシ
ョンを担うコーディネーターを育成すると
いう看護学独自のトランスレーショナルリ
サーチのシステムを構築し、その評価を行う
ことを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 新たな技術開発のための R and D を３つ
のテーマ（ 1）褥瘡部感染早期アセスメン
ト用マイクロチップの開発とその評価、2）
生活習慣・症状モニタリングデバイスに関す
る TR 実践とその評価、3）産後女性の
Body-Reconstruction プログラムの開発とそ
の評価）で開始し、それぞれ基礎的な解析を
終えたところである。最終年度はそれらの成
果を臨床へ応用し、社会への還元を図る。 
 また、トランスレーショナルリサーチを臨
床で潤滑に行うためのコーディネーター養
成の課程を開発し、その改善点を明確にした。
さらに、病院で研究成果を広めるための障壁
を明確にし、研究の展開様式の方向性を探索
した。これにより、看護の質の向上を目指す。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画通り課題を達成している。 
（理由） 
 各研究班とも、トランスレーショナルリサ
ーチの基盤となる基礎研究について着実に
成果を上げている。また、トランスレーショ
ナルリサーチコーディネーターの養成課程
を開発し、実際に適応を行っている。すでに

数名のコーディネーター養成課程修了者を
輩出しており、また、課程の問題点を明確に
していることから、さらなる質の高いコーデ
ィネーターの養成が可能となる。さらに、病
院で研究成果を広めるための基礎調査を行
い、新たな技術を拡大していく際に障害とな
る要因を明らかにすることができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度の取りまとめに向けて、これまで
の研究成果を統合すべく班員が協働してプ
ロジェクトの推進に当たる。 
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